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インターバンクの声 （2014 年 7 月 3 日） 
 

豪ドルやユーロ相場に、そこそこの変化が見られていた中で、やや蚊帳の

外状態が続いていたドル円相場もようやく２００日移動平均線のある１０１

円７０銭台の上まで浮上してきた。とは言っても昨晩のニューヨーク市場の

朝に発表された６月の ADP 全米雇用統計で民間部門雇用者数が市場予想を大

きく上回る２８万人を超えたことが原因なので、今晩の雇用統計での非農業

部門雇用者数の結果が期待外れとなれば、再び円を買い戻して元の木阿弥に

なる可能性もある。それにしてもここ最近発表される米経済指標の結果は悩

ましいばかりで、景気の堅調さを示す内容と不安を感じさせる内容が混在し

ており、なかなか短期的なドルの方向性を見出すことが出来ない。昨晩の ADP

雇用統計結果から今晩の非農業部門雇用者数も２０万人前後の予想に対し４

～５万人程度の上乗せが期待できるとの声も出始めているが、中途半端な増

加数になってしまうと、明日からの３連休を前にして大きなポジションを取

らずに休暇入りとなるかも知れない。 
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